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DNAが切り拓くデータ爆発の解決策
― 次世代ストレージ開発ー



2

メンバｰ紹介
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事業化推進機関大阪大学ベン
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解決したい課題

2017 2020 2025 2035

30ZB
64 ZB

600 ZB

人工知能

1300ZB以上

クラウド

パーソナル
データ

情報社会の進展によりデータ量は爆発的に増加を続けており、それを支えるインフラ拡大も必須

問題１

問題２

問題３

データセンター設備・運営コスト拡大

•データセンター施設の規模拡大が世界中で進むが、立地条件に

合う場所にも制約あり（ストレージ交換の運営負荷も増加）

データセンター電力量の爆発的増加

•ストレージ・空冷設備の消費電力量も比例して増加

2030年までにデータセンターの年間電力消費量は世界の総電力

の13%、米国では4千億kWhに増大（日本の総電力の50%相当)

• CO2排出規制への対応も必要に

ストレージメーカーの生産能力限界

• 2030年にはデータ保存の需要に供給が追いつかない状況になる

と予測（McKinseyレポート）

180 ZB

IoT

2030

全
世
界
の
デ
ー
タ
量
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現行技術の課題

COLD
データ

HOT

WARM
Large

全体の50-80%
アーカイブetc

High

データ量 頻度

HDD

SSD

磁気テープ

膨大なCOLDデータを
長期間・安定的かつ

低コストで保存できることが重要

DNAデータストレージ

今後限界を迎える…

業界が最も注目する新技術
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ソリューション：現行技術との比較
磁気テープ DNAデータストレージデバイス

(初期設計時点)

1/3000
に削減

44倍

ストレージ台数削減

(TB: 1012バイト） (PB: 1015バイト）

記録容量 45 TB/個 2 PB/個

消費電力の削減

7 kWh/日消費電力 1/7 1 kWh/日

※100年運用

耐久年数

交換コスト削減

10～20年 1/10 500 年（常温）

高集積化で更に
容量は拡大見込み
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競争優位性：次世代技術との比較

原理・媒体
容量密度

立方mmあたり 保存安定性 消費電力 設備規模
価格・コスト

TBあたり
代表例

実
証
段
階

基
礎
研
究

DNAデータ
ストレージ

•塩基配列に変換し
DNAを媒体として合成

超高密度
1.25PB

ゼロ
（常温保存）

500年 (常温)
数万年 (冷蔵)

中規模
装置・ラボ

磁気テープ
•磁性テープカートリッ
ジ（LTOなど） 11GB

保存環境維持
にも電力消費

ラック数本 数十ドル
10年～
20年

5D
光学

•ガラスにレーザーでナ
ノ構造を形成、5次元
（XYZ軸＋偏光・強
度）でデータ記録

24GB 数十億年
ゼロ

（常温保存）
大型レーザー
装置が必要

ホログラ
フィック

•3次元の記録媒体に
レーザー光で干渉パ
ターンを形成

40.5MB 数十年
ゼロ

（常温保存）
大型レーザー
装置が必要

光
学
ス
ト
レ
ー
ジ

分子・ナノ粒子
ストレージ

•DNA以外の分子（タ
ンパク質、ペプチド）
や金属ナノ粒子などを
使ったデータ保存

28B
数百年～
数千年

ゼロ
（常温保存）

中規模
装置・ラボ

現状高額
数千～万ドル

将来的に
数百～千ドル

将来的に
数百～千ドル

将来的に
数百ドル

•Microsoft、ETH Zurich、

University of Washington

•Harvard University

•Microsoft (Project Silica)
•Southampton大学

•Sony、Microsoft、

Western Digital

•米国や欧州の研究機関が
実験的に研究中

•IBM、Fujifilm、

Quantum

現
行
技
術
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DNAデータストレージの他社技術の課題

DNA合成機にて、指定の塩基配列からDNA合成

DNA合成データ変換
DNA封入
（保存）

DNA取出 DNA読出

0/1変換 塩基配列
変換

デジタルデータ 物理データ

記録データ バイナリデータ 塩基配列データ

マイクロカプセル
にDNA封入

データを記録したDNA

マイクロカプセル
破壊

変換規則書き込み
プロセス

読出し
プロセス

DNA増幅器シーケンス解析

変換規則

DNAは再び保存できず廃棄…
再合成が高コスト

廃棄

Confidential



8

繰返し保存可能なDNAストレージデバイス

DNA合成DNA合成
DNA封入
（保存）

DNA取出

DNA再封入（繰り返し保存）

DNA合成DNA読出

シーケンサー解析

保存セル

DNA
注入

電極/
回路基板

2 cm

PDMS
チップ

DNA分子に保存先セルの番地指定を組込み、電極の＋－電圧印加により
DNA分子の封入・取出し・再封入を実現

特許単独
出願済

コスト削減
1/100

マイクロ流路

プロトタイプ

廃棄

プロトタイプ

繰り返し保存可能なDNA保管機構
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ターゲット市場の規模

世界データ需要量

ターゲット市場：US/SG/JP

2028

上市

All： 200ZB
Cold： 160ZB

年間20%成長

All： 600ZB
Cold：480ZB

All： 1350ZB
Cold： 810ZB

30年まで世界50%を占めるUS＋
今後10年で3倍成長のAPAC（特にシンガポール）

＋日本をターゲット市場とする（約60%）

Target:12ZB

1.4兆円
Target:40ZB

4.8兆円

JP/US・SGで
パートナー獲得

海外本格量産
複数契約

US・SGの大型顧客に
初期量産品販売

2027

創業 2030 2035 IPO目標
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業界動向_DNAデータストレージへの注目度

ボードメンバ（5社）

メンバ（36社）
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業界動向_データセンター業界プレイヤー

データセンター事業者ストレージメーカー

COLD WARM HOT

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
（
一
般
企
業
・
利
用
者
）

パブリッククラウド系

不動産オーナー・事業投資

コンポネント

SI/プライベートクラウド系

SI・コンサル事業者

総合商社など

通信系

データセンター専業系

国内外大手SI・総合ITコンサルなど
（自社で設計する所もあり）
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データセンター事業者ストレージメーカー

COLD WARM HOT

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
（
一
般
企
業
・
利
用
者
）

パブリッククラウド系

不動産オーナー・事業投資

コンポネント

SI/プライベートクラウド系

SI・コンサル事業者

総合商社など

通信系

データセンター専業系

国内外大手SI・
総合ITコンサルなど

世界トップクラスの
米国ストレージメーカー by ウェスタンデジタル 担当者

東芝ストレージ&
デバイスソリューション

長期保存・省スペース・
低消費電力は魅力的

データセンターにストレージを供給する
メーカーから既にニーズの声を確認済み

トラクション_顧客の声

By 東芝ストレージ&デバイスソ
リューション 担当者

超長期間の保存ができるのは DNA
だけであり注目している
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ビジネスモデル

DNA読み出し
装置開発会社

DNA合成
装置開発会社

DNA保存デバイス
開発会社（自社）

￥

購入

シーケンサー

￥

購入

シンセサイザー

受託製造会社

大手データ
ストレージメーカー

販売代理店

￥

購入

• DNAストレージシステム：1千万～5千万円/式
（合成・読み出し装置＋DNAストレージデバイス）
• DNAストレージデバイス：140万円/個

￥
製造
委託

￥

購入

データセンタ事業者

￥

購入

￥

購入

ストレージシステム
（SSD, HDD, 磁気テープと
DNAストレージを組み合わせたシステム）
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事業戦略・マイルストーン

～2026.2Q

最初から海外展開を見据えたPoCパートナー・グローバル経営人材獲得を目指す

PoCパートナーと国際規格化を見据えた共同開発

標準化を進め海外大型取引を狙う

Year

01

MVP開発

⚫CEO候補獲得

⚫MVP開発・内部PoC完了

⚫顧客課題理解・事業計画
(海外戦略含む)策定

⚫PoC・共同開発契約
1社締結(MVP供給目途)

⚫基本特許出願・FTO調査・

PCT出願・アライアンス参画

顧客PoC

⚫顧客PoC実施

⚫ β版開発完了

⚫ プレ商用版・Pilot生産に向け

た共同開発進捗(リリースめど)

⚫PoC・共同開発契約の

マイルストーン達成

Year

02

～2027.2Q

商用版リリース

⚫プレ商用版開発完了・
少量生産販売開始

⚫ プレ商用版の取引契約3社

（海外1社以上含む)

⚫少量生産・販売体制整備

⚫ プレ商用版関連知財出願

⚫安全・EMC・環境規格/

品質認証取得

Year

03

～2028.2Q

起業・
シード シリーズA

GAPファンド
STEP2終了

EXIT戦略

⚫ DNAストレージ技術標準化によ

り、米国・シンガポールの海外大

手DCとの大型契約を狙う

⚫複数の契約を重ね、2035年に

IPO目標

～2035
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EoF
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